
市道の構造の技術的基準（独自基準）について 

歩道の有効幅員 
とみなします。 

踏圧防止板

◆ヒトが主役に 

安全・安心の道づくりのために、歩行者及び自転車の通行空間を確保していく

必要があります。 

◆緑化の推進 

緑と潤いのある都市景観を形成するために、植樹の空間を確保していく必要が

あります。 

◆構造令の画一的、硬直的な運用 

都市部の交通量が多い道路には植樹帯を原則設置することとされています。 

◆植樹ますの規定 

植樹ますの整備が行われていますが、明確な規定がありませんでした。 

【明石市のみちづくりの課題】 

【独自基準＝解決策】 

◆植樹ますの定義付け 

コンパクトな植樹ますを設けることで、設計の自由度を高めます。 

◆植樹帯及び植樹ますの設置に係る例外規定の柔軟化 

沿道の土地利用及び交通の状況等を勘案し、植樹帯及び植樹ますの設置の有無

を柔軟に判断します。 

【整備事例】 

植樹帯による整備例 植樹ますによる整備例 

植樹手法の選択肢 

が増えます。

植樹ますの幅 

歩道の幅 


